
次代を担う産業育成

千葉県特集

　
南
部
や
東
部
を
中
心
に
、
豊
か
な
自
然
が
多
く

広
が
っ
て
い
る
の
も
、
千
葉
県
の
魅
力
の
一
つ

だ
。
そ
の
自
然
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
そ
う
と
、
県

内
で
は
、
太
陽
光
発
電
所
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
施
設
建
設
が
相
次
ぎ
、
県
内
の

農
業
事
業
者
は
商
工
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
農
業

県
・
千
葉
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
携

わ
る
行
政
や
企
業
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
農
商
工

連
携
を
「
次
代
の
成
長
分
野
」
に
位
置
づ
け
て
、

熱
い
視
線
を
注
ぐ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
追

っ
た
。農

商
工
連
携
を
促
進
行
政
・
金
融
、
相
次
ぎ
支
援
策

県内金融機関は 農商工をつなぎ合わせる交流
会や商談会を続々と開催している（ 月８日に
開かれた第３回「しんきん食の商談会」）

県内稼働第１号で、予想を上回る発
電電力量を記録した新昭和メガソー
ラー市原発電所（千葉県市原市）

千
葉
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

に
し
ば
ら
葉
彩

君
津
市

は
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
を
誰
で
も

栽
培
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
共

同
開
発

　
都
心
に
近
く
気
候
条
件
に

恵
ま
れ
た
千
葉
県
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
受

け
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規

模
太
陽
光
発
電
所

の
立
地

が
相
次
い
で
い
る
。
立
地
の

一
因
と
し
て
行
政
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
あ
る
。
千
葉

県
は

年
４
月
に
産
業
振
興

課
内
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興

室
を
設
置
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
へ
の
対
応
を
進
め

て
き
た
。

　
振
興
室
は
人
材
や
事
業
ノ

ウ
ハ
ウ
が
豊
富
な
大
手
企
業

だ
け
で
な
く
、
本
業
外
収
益

の
確
保
や
事
業
跡
地
の
有
効

活
用
を
考
え
る
中
小
企
業
へ

の
情
報
提
供
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
。
行
政
手
続
き
や

資
金
調
達
、
用
地
確
保
、
技

術
な
ど
の
情
報
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
提
供
し
、

年
度
は

約
２
０
０
件
の
相
談
に
応
じ

た
。

　
同
時
に
、
事
業
用
地
を
確

保
済
み
と
い
っ
た
計
画
の
具

体
性
が
高
い
県
内
企
業
や
自

治
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
５
件

を
選
定
し
、
重
点
的
に
支
援

し
て
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
に
選
ば
れ
た
住
宅
メ

ー
カ
ー
の
新
昭
和

千
葉
県

君
津
市

は
、
千
葉
県
市
原

市
の
社
有
地
で

年

月
に

出
力
約
２
０
０
０

の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
稼
働
。
今
年

月
ま
で
の
１
年
間
で
、
予

想
を

％
上
回
る
２
６
８
万

７
０
１
８

時
の
年
間
発

電
電
力
量
実
績
を
記
録
し

た
。
そ
の
後
も
木
更
津
市
に

１
基
、
長
生
郡
に
１
基
と
、

県
内
各
地
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
設
置
し
て
い
る
。

　
県
内
市
町
村
へ
の
情
報
提

供
や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
誘
致

の
協
力
な
ど
も
行
う
。

年

２
月
に
千
葉
県
富
津
市
で
、

関
東
最
大
級
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
の
誘
致
に
成
功
し
た
。
約

年
間
未
利
用
だ
っ
た
砂
利

採
取
場
跡
地
を
利
用
し
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
系
の
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

東
京
都
港
区

な
ど
２
社

が
、

年
度
末
ま
で
に
合
計

で
出
力
５
万
７
０
０
０

合
計
面
積

の
発
電

所
を
建
設
す
る
。
県
は

年

３
月
に
、
当
面
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
目
標
と
し
て
出
力

万

を
掲
げ
て
い
た

が
、
大
型
誘
致
に
よ
り
目
標

を
上
回
る
の
は
確
実
だ
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
県
有
施

設
や
県
有
地
へ
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
を
推
進
。
ま
た
新

規
事
業
と
し
て
「
地
域
主
導

型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
を
始

め
て
い
る
。

　
県
内
企
業
や
金
融
機
関

も
、
こ
の
流
れ
に
乗
ろ
う
と

し
て
い
る
。
旭
市
の
建
築
用

鋼
材
加
工
会
社
、
松
山
鋼
材

は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
関
連
工

事
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
、

設
計
ソ
フ
ト
「
マ
イ
ク
」
を

完
成
さ
せ
た
。

　
工
事
現
場
へ
即
時
的
に
設

計
、
積
算
、
強
度
計
算
の
デ

ー
タ
を
提
供
す
る
た
め
、
設

計
未
経
験
者
で
も
数
時
間
の

講
習
で
加
工
図
や
ボ
ル
ト
の

拾
い
出
し
ま
で
出
来
る
よ
う

に
し
た
。
従
来
、
１
物
件
の

設
計
に
は
１
日
半
を
要
し
た

が
、
マ
イ
ク
を
使
用
す
れ
ば

１
時
間
で
可
能
。
顧
客
か
ら

も
好
評
だ
。

　
建
設
用
仮
設
足
場
を
手
が

け
る
パ
ト
ナ

千
葉
市
緑

区

は
、
パ
ネ
ル
の
設
置
工

事
に
お
い
て
、
足
場
の
設
置

か
ら
、
電
力
会
社
と
の
交

渉
、
パ
ネ
ル
配
置
、
配
線
工

事
ま
で
を
手
が
け
る
。
「
専

門
業
者
が
担
当
し
た
各
業
務

を
一
括
で
引
き
受
け
て
、
工

期
の
６
割
短
縮
と
コ
ス
ト
の

３
割
削
減
に
寄
与
し
て
い

る
」
と
米
良
暁
社
長
。
顧
客

拡
大
に
向
け
、
積
極
的
な
販

促
活
動
を
展
開
す
る
。

　
商
工
組
合
中
央
金
庫
は

年
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
支
援
貸
付
」
と
い
う

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
創
設
し

た
。
経
済
産
業
大
臣
の
設
備

認
定
を
受
け
た
発
電
事
業
者

に
融
資
し
て
い
る
。
ま
た

「
成
長
・
創
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
停
止
条
件
付
連
帯

保
証
を
利
用
し
、
発
電
事
業

者
に
融
資
す
る
な
ど
、
普
及

へ
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。

　
千
葉
県
の
２
０
１
１
年
農

業
産
出
額
は
４
０
０
９
億
円

と
全
国
４
位
を
誇
る
。
大
消

費
地
東
京
に
隣
接
す
る
千
葉

県
農
業
の
重
要
性
は
、
今
後

ま
す
ま
す
高
ま
る
と
予
想
さ

れ
る
。
県
は
農
家
支
援
と
と

も
に
、
農
業
へ
の
進
出
を
目

指
す
異
業
種
の
支
援
や
、
農

商
工
連
携
を
促
進
す
る
政
策

に
注
力
し
て
い
る
。

　
千
葉
県
は
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
と
総
額

億
円
を

拠
出
し
、
「
ち
ば
農
商
工
連

携
事
業
支
援
基
金
」
を
、
県

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
共

に
、

年
か
ら
運
用
。
基
金

を
活
用
し
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー

は
大
き
く
２
分
野
あ
る
。

ひ
と
つ
は
農
商
工
連
携
に
よ

る
新
商
品
開
発
へ
の
助
成

補
助
率
３
分
の
２
、
１
年

間

や
、
大
学
な
ど
の
支
援

を
受
け
て
行
う
研
究
開
発
へ

の
助
成

補
助
率
３
分
の

２
、
３
年
間

だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
農
商
工

連
携
事
業
展
開
サ
ポ
ー
ト
事

業
と
し
て
、
県
内
の
中
小
企

業
と
農
林
水
産
業
に
よ
る
連

携
体
を
支
援
す
る
事
業
に
助

成
し
て
い
る
。
専
門
家
派
遣

な
ど
を
通
し
て
、
農
商
工
連

携
の
成
功
率
を
高
め
る
狙
い

が
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
販
路
開
拓

支
援
と
し
て
、
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大
級

の
食
の
商
談
会
「
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ

ｅ
ｘ
　
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
に
千

葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が

ブ
ー
ス
を
借
り
上
げ
、
農
商

工
連
携
体
へ
の
無
償
貸
与
を

行
っ
て
い
る
。

　
県
内
で
活
発
化
す
る
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
や
農
商
工
連
携
の

流
れ
を
受
け
、
県
内
３
地
銀

な
ど
各
金
融
機
関
は
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。

　
千
葉
銀
行
は
、
農
業
経
営

者
向
け
の
ロ
ー
ン
を
用
意
し

た
り
、
農
業
及
び
商
工
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
例
と
し
て

「
ち
ば
ぎ
ん
ア
グ
リ
商
談

会
」
を
実
施
し
て
い
る
。
会

の
特
徴
が
、
農
業
事
業
者
側

が
提
出
す
る
「
商
談
シ
ー

ト
」
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
で

き
て
お
り
、
Ｐ
Ｒ
し
た
い
商

品
の
特
徴
を
書
き
込
ん
で
も

ら
う
。
効
率
的
に
売
り
込
め

る
と
好
評
だ
。
参
加
し
た
生

産
者
の
半
数
以
上
が
「
会
に

満
足
」
と
回
答
。
一
方
、
バ

イ
ヤ
ー
の
８
割
も
次
の
商
談

に
つ
な
げ
る
意
向
。
「
年
々

商
談
の
レ
ベ
ル
は
向
上
し
て

い
る
」
と
同
行
担
当
者
は
会

の
継
続
を
見
す
え
て
い
る
。

　
京
葉
銀
行
と
千
葉
興
業
銀

行
も
、
農
商
工
連
携
を
「
成

長
分
野
」
と
捉
え
て
い
る
。

両
行
と
も
医
療
や
海
外
進
出

な
ど
成
長
が
見
込
め
る
他
の

ビ
ジ
ネ
ス
と
ひ
と
ま
と
め
し

て
、
単
一
部
署
で
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
京
葉
銀
は
県
の
制
度
融
資

の
取
り
扱
い
や
、
異
業
種
と

の
交
流
会
を
展
開
し
て
い

る
。

月
に
は
、
県
内
各
支

店
を
舞
台
に
「
個
別
相
談

会
」
を
始
め
る
。
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
専
門
家
ら
が
参
加

し
、
企
業
の
農
業
参
入
や
農

商
工
連
携
を
支
援
す
る
。

　
一
方
、
千
葉
興
銀
も
金
融

支
援
の
ほ
か
、
松
戸
市
の
聖

徳
大
学
の
大
学
祭
に
県
の
農

産
品
を
展
示
す
る
ブ
ー
ス
を

出
展
し
て
い
る
。
「
千
産
千

消
」
と
題
し
、
大
学
が
県
産

品
を
採
用
し
た
料
理
の
開
発

と
提
供
な
ど
を
し
て
い
る
。

　
３
行
を
含
め
県
内

の
金

融
機
関
は
５
月
、
「
ち
ば
農

林
漁
業
６
次
産
業
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
総
額

億

円
を
確
保
し
た
。
１
次
産
業

で
あ
る
農
林
漁
業
者
と
、
２

次
の
製
造
業
や
３
次
の
流
通

業
な
ど
が
連
携
し
て
設
立
し

た
６
次
産
業
化
事
業
体
に
対

し
、
資
本
金
の
５
割
を
上
限

に
出
資
す
る
。
投
資
期
間
は

年
。
「
全
県
挙
げ
て
、
６

次
産
業
化
を
支
援
す
る
姿
勢

を
示
し
た
」
と
各
行
の
担
当

者
は
力
説
す
る
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
も
、

県
内
の
信
用
金
庫
と
連
携
し

た
り
、
取
引
先
対
象
の
交
流

会
を
実
施
し
た
り
と
農
業
活

性
化
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
農
商
工
連
携
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
企

業
も
あ
る
。
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
「
水

耕
栽
培
等
を
含
む
施
設
栽
培

の
生
産
管
理
・
生
産
支
援
シ

ス
テ
ム
の
開
発
と
販
売
」
を

手
が
け
て
い
る
の
が
、
に
し

ば
ら
葉
彩

君
津
市

。
生

食
用
の
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
を
水

耕
栽
培
す
る
工
場
を
、
水
耕

栽
培
装
置
メ
ー
カ
ー
の
東
海

物
産
と
開
発
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
は

年
秋
に
試

験
採
用
し
、

年
に
本
格
運

用
を
始
め
た
。
ま
い
た
種
子

の
量
な
ど
を
入
力
す
る
と
、

出
荷
適
期
を
自
動
計
算
。
必

要
な
梱
包
材
の
量
や
、
出
荷

工
程
に
必
要
な
作
業
員
数
も

割
り
出
す
。
入
力
に
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末

次
世
代
情

報
端
末

を
用
い
る
。

　
「
す
で
に
、
目
標
を
大
き

く
上
回
る
生
産
額
を
あ
げ
て

い
る
」

に
し
ば
ら
葉
彩
の

鈴
木
剛
取
締
役

と
い
う
、

こ
の
植
物
工
場
と
シ
ス
テ

ム
。
他
の
農
場
で
も
試
験
運

用
を
始
め
、
東
海
物
産
も
シ

ス
テ
ム
の
販
売
を
手
が
け
て

い
る
。

　
「
誰
で
も
簡
単
に
作
物
を

作
れ
る
よ
う
に
、
植
物
工
場

は
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
。
鈴
木
取
締
役
は
、
植

物
工
場
が
日
本
農
業
の
生
き

残
り
に
担
う
役
割
は
大
き
い

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
可
能

性
を
自
社
の
工
場
か
ら
見
い

だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
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